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オオタバコガ（１）は、ナスやキクなど野菜や花の重要害虫で、夏から秋に幼虫（２）

が葉や果実、花などを食害し、収穫量や商品価値を低下させます。この害虫の被害を効率

的に防ぐためには、発生が最も多くなる時期を把握し、適期に殺虫剤を散布することが重

要です。しかし、地球温暖化の影響により、この害虫の発生最盛期は早期化し、年によっ

て変動しています。 

そこで、当研究所では、オオタバコガの発生時期を予測するシミュレーションモデルを

作成しました。本モデルは、日本植物防疫協会が Web 上で会員に提供しているインターネ

ットサイト（有効積算温度計算シミュレーション version2）と気象庁のアメダス気温デー

タを利用します。オオタバコガの成長と気温との関係に基づき各種パラメータを設定し、

フェロモントラップによる雄成虫の発生消長とシミュレーションモデルが推定した成虫の

発生最盛日を比較したところ（３）、その差は全比較の約７割で前後５日以内に収まり、

その適合性が確認されました。この結果より、オオタバコガの発育ステージごとの発生最

盛期を本モデルで予測（４）することが可能となりました。 

本年７月から、大阪府環境農林水産部農政室が毎月提供している病害虫発生予察情報

に、本モデルで予測した成虫の発生最盛期と幼虫の防除適期を掲載し、オオタバコガの効

率的な防除を呼びかけました。また、本モデルは、地球温暖化が今後も進行した場合のオ

オタバコガの発生最盛期の予測も可能です。例えば、年平均気温が現在より 1.0℃上昇した

場合、成虫の発生最盛期は現在より７～10 日早まり、特に晩夏から秋の発生はより早まる

と予測されます。 

大阪府の野菜や花の安定生産につなげるため、本モデルを活用した予測情報を今後も提

供していきます。 

農作物害虫オオタバコガの防除適期をシミュレーション 

モデルにより予測 

―今後の地球温暖化の影響も予測可能― 
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（１）オオタバコガ成虫 （２）オオタバコガ幼虫

（３）オオタバコガ雄成虫のフェロモントラップによる発生消長と
シミュレーションモデルが推定した成虫の発生最盛日（青矢印）
（羽曳野市）：発生の多い年を抜粋

（４）2017年のシミュレーションモデル
による予測結果（羽曳野市）

世代（発育ｽﾃｰｼﾞ） 最盛期

越冬（羽化） 2017/05/25

越冬（産卵） 2017/05/29

第１（孵化） 2017/06/03

第１（蛹化） 2017/06/23

第１（羽化） 2017/07/07

第１（産卵） 2017/07/11

第２（孵化） 2017/07/15

第２（蛹化） 2017/07/29

第２（羽化） 2017/08/09

第２（産卵） 2017/08/14

第３（孵化） 2017/08/17

第３（蛹化） 2017/08/31

第３（羽化） 2017/09/13

第３（産卵） 2017/09/17

第４（孵化） 2017/09/21

第４（蛹化） 2017/10/16


